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サロンde人権記録

公開シンポジウム

~やおい/BL研究の今を熱く語る
シンポジス卜:堀あきと・東国子・守知子

コメンテーター:秦美香子・増田聡

{古久保〉

ただいまより、「サロンde人権公開シンポジ

ウム~やおい/BL研究の今を熱く語る」を開催

したいと思います。本日のシンポジウムですが、

主催が大阪市立大学人権問題研究センター、共

催がNPO法人ウイメンズ・アクション・ネット

ワークならびに大阪腐女子研究会というかたち

での開催となっています。

私は本日司会をつとめます大阪市立大学人権

問題研究センターの研究員の古久保と申します。

どうぞよろしくお願いします。

はじめにこの企画について少々説明したいと

思います。私ども、大阪市立大学人権問題研究

センターは、元々は同和問題研究室を前身とし

ておりまして、 2000年に改組された全学組織で

す。人権問題研究センターでは年間8回ほど市

民に公閉された研究会「サロンde人権」という

研究会を開催しています。ここ 1年を振り返り

ましでも、部落問題、ホーレス問題、ベーシッ

クインカムの問題、同一価値同一賃金の問題、

それから在日外国人の参政権問題、あるいは障

害者の教育権の問題について、様々な分野の研

究者、あるいは社会活動家、あるいはNPOの実

践家をお招きして、こじんまりとしながらも自

由で閥達な研究交流、ならびに意見交換をして

まいりました。今回は、「サロンde人権」の特別

編としましてこういうふうな大きなシンポジウ

ムを企画したのですが、もとはと言えばこの企

画は、大阪腐女子研究会という学生主体の研究

会に参加している大阪市立大学の学生、院生、

卒業生の皆さんからの提案によって始まったも

のです。

自らを「腐女子」と名乗る学生と議論をする

中で、私自身がやおい/BLというこの現象につ

いて、どういうふうに考えたらいいんだろうか

と思うようになっていきました。

男性同士の愛憎の物語というものをマンガや

小説という形態で女性たちが楽しむということ、

この行為あるいは事象は、別にここ10年で初め

て生じたということではなく、私自身を振り返っ

ても30年以上前からマンガという形態で少年愛

の物語を好んで読んできたように思います。し

かしながら90年代以降、やおい/BLものと言わ

れるジャンルの作品が非常にボリュームを拡大

させていきます。そしてまた性的表現がより多

く、よりリアルになっていくという状況を迎え

ているように思います。

現在では、大きな書庖においては、やおい/

BL系の大きなコーナーがあるというのも全く珍

しくないのですが、と同時に、この事象につい

ては、様々な立場からの議論が起こってまいり

ました。例えば性表現が非常に過激だとして、
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規制すべきではないかという議論があることも

確かです。あるいは大阪に引きつけて言えば、

2008年の夏に、堺市の公立図書館でBL本を排斥

しようという一部の市民の意見によって、開架

図書からBL関係の本は外すという事態が起こり

ました。この事態に対しては、フェミニズムに

対するパックラッシュ勢力による攻撃だとして

反対運動が起こりました。あるいは、やおい/

BL本を愛でるという行為そのものが、ゲイやホ

モセクシャルに対する差別になっているんじゃ

ないかという議論のたて方があるのも事実です。

また、腐女子という表現は非常によく使われる

ようになりましたが、腐女子に対してのネット

上での批判ゃからかい、あるいは差別的な表現

も多々見受けられる現状にあります。

私自身は大阪市立大学の中では、ジェンダ一

平等教育を担当しているのですが、その授業に

対する感想文の中に腐女子に対する批判、反感

というものが書かれるということも何度も経験

してまいりました。こういう状況の中で、やお

いやBLの作品たちが多く読まれているという実

態・事実・事象に対して、ジェンダー平等社会

をめざすという私の関心からして、どう考えて

いくのが一番フェアなんだろうか、そういう問

題意識で考え込んでしまいました。

そもそもなんでこんなにも多くの女性たちが、

やおい/BLを好むのだろうか、ここから改めて

考えてみる必要があるのではないか。これが今

回の企画の出発点でした。語られる対象になる

ことの多かったやおい/BL好きな女性たちでし

たが、女性たち自身にとって、やおいやBLはいっ

たいどんな魅力を持っているのか、これを真っ

向から議論していきたいと思います。本臼は、

やおい/BLについて、その魅力というものの多

角的検討から始めて、やおいやBLについて様々

な議論ができていければいいなと思っています。

このシンポジウムには、この問題を熱く語れ

る新進気鋭の研究者三人をお招きしています。

堀あきこさん、東園子さん、守如子さん、この

お三方をシンポジストにお迎えして、コメンテー

ターとして秦美香子さんと増田聡さんにお願い

しています。みなさんと、ゆっくりとじっくり

と考えていければいいなと思っています。

それでは次に、石川優さんから用語説明をし

ていただき、そしてシンポジストのメイン報告

をお三方にお願いしたいと思います。

{石川1)

こんにちは。大阪市立大学大学院生の石川と

申します。この発表では、そもそもやおい/BL

はどういうものなのか、という点について簡単

に説明させていただきます。やおい/BLについ

てよく知らない方はこの発表の情報を参考にし

ていただき、やおい/BLに詳しいという方は、

復習がてら向いていただければと思います。要

するに、私たちがこのシンポジウムで「やおい

/BLJと呼んでいるジャンルの基礎的な知識を、

ここで皆さんと共有しておきたいということで

す。とはいっても15分という短い時間ですので、

限定的または単純化して説明せざるを得ない部

分があるということは、あらかじめお断りして

おきます。

さっそく本題に入りたいと思います。このシ

ンポジウムでは、やおい/BLを「日本における、

女性作者による女性読者を中心とした、男性同

士の恋愛あるいは性愛を描いた作品群の総称」

という、女性向けの創作ジャンJレの一つを指す

言葉として使っています。これは厳密な定義と

いうより、議論の見通しをよくするための緩や

かな「暫定的な取り決めJ(斎藤環 I戦闘美少女
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の精神分析J筑摩書房、 2006)と考えていただ

ければと思います。とはいえ、この説明だけだ

とやや漠然としていますので、「待問」という補

助線を引きたいと思います。というのは、どの

時代に焦点、を当てるかによって、やおい/BLの

風景はずいぶん変わってくるからです。このシ

ンポジウムでは、おおよそ90年代以降の、先ほ

ど申し上げた傾向をもっ同人誌、または商業誌

の作品群をやおい/BLとして想定しています。

女性向けの男性同士の愛の物語を指す言葉

としては、やおい/BLのほかにも、少年愛や

June、耽美など様々な呼び方があります。この

点について、ジャンルの形成史という観点から

簡単に整理しておきたいと思います。ここで押

さえておきたいのは次の二点です。第一に、女

性向けの男性同士の愛の物語が、 70年代後半か

ら徐々に女性たちの間で形成されてきたという

こと、第二に、それがやおいやBLといった様々

なサプカテゴリを派生させながら、現在までに

巨大な表現空間を形成しているということです。

このような流れを時系列順に並べると、大まか

に言って三つの段階を見て取ることができると

思います。まず、第一段階として、やおい/BL

の源流のひとつとして、 70年代後半の「花の24

年組」と呼ばれる、少女マンガ家たちによる少

年愛マンガの一群が挙げられると思います。次

に、 70年代末から80年代にかけて、後続の世代

によってやおいという呼称が生み出されて定着

し、それとほぼ同時期に、 Juneという専門商業

誌が人気を得ます。最後に、 90年代に入ると、

新たにボーイズラプ (BL) と呼ばれる商業ジャ

ンルが畳場して、現在に至ります。

このようなサプカテゴリが派生していく過程

にはさまざまな影響関係がありますが、さしあ

たり今日のシンポジウムで注目したいのはやお

いとBLです。まず、やおいとBLに共通する、物

語を読む上での基本コードについてご説明した

いと思います。最も重要なコードはカップリン

グです。カップリングとは、男性キャラクター

同士の恋愛関係を示唆する組み合わせを意味し

ています。野火ノピタさんは、カップリングを

「つがい」とした上で 11二人は愛し合っている

のよ !Jという妄想が「やおい」の重大なテー

ゼなのである」と述べています(野火ノピタ「大

人は判ってくれない:野火ノピタ批評集成』日

本評論社、 2003)。このような「妄想」はカップ

リングとしてコード化され、やおい/BLの重要

な物語装置として機能しています。さらに、カッ

プリングは単なる組み合わせを意味するだけで

なく、攻めと受けという形で役割が固定されま

す。攻めはカップリングの中で能動的な役割を

担う人、受けは受動的な役割を担う人、という

ふうに説明できます。このようなコードを軸に

して、さまざまな関係性の「型」を作り出すこ

とが可能になります。例えば、「ヘタレ攻め×俺

様受け」といった性格類型に基づくカップリン

グや、「年下攻め」、「主従」といった年齢や職業

などの諸条件に基づくもの、あるいはカップリ

ングという約束事を前提とした上で、あえてそ

れを逸脱するような方法もあるかと思います。

このように、やおい/BLにはカップリングとい

う特有の約束事が強く働いています。

では、やおいとBLについて個別に概観したい

と思います。まず、やおいから見ていきます。

やおいの定義はさまざまですが、このシンポジ

ウムでは、ひとまず「既存の作品の男性聞の関

係性に恋愛要素を読み込み、それをもとにした

二次的な作品群Jという意味に限定したいと思

います。このようなやおいは、二次創作の一種

として位置づけることができます。二次創作と
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は、簡単に言うと、原作のキャラクターや世界

観などの諸設定を流用して行われる、ファンに

よる表現活動や表現物です。一般的に、二次創

作は男性向けと女性向けに大別することができ、

女性向け二次創作の主流がやおいである、と言

えます。現在、やおいの原作として人気がある

のは、『週刊少年ジャンプ』などの少年向けのコ

ンテンツが多いようです。やおいの語源は「や

まなし、おちなし、意味なし」の頭文字をとっ

たものとされ、 1970年代末の女性による同人誌

がその発祥といわれています。

次に、やおいの現状について、同人誌を事例

に見ていきたいと思います。やおい同人誌を制

作する人の一般的な行動パターンは、お気に入

りのカップリングの同人誌を同人誌即売会で頒

布して、そこで「同志」と交流する、というも

のではないかと思います。同人誌の描き手には

プロの作家もいますが、おそらく趣味で活動し

ているアマチュアの方が多いでしょう。では、

やおいはどの程度の規模で展開されているのか

ということを、日本最大の同人誌即売会である

「コミックマーケット」を例に確認しておきた

いと思います。時間も限られていますので、二

点だけ申し上げます。まず一点目は、コミック

マーケット自体はさまざまな表現を受け入れる

場ですが、参加サークJレ全体の中で二次創作が

大きな比重を占めている、ということです。そ

して二点目は、その参加サークル全体の中で女

性の占める割合が比較的高い、ということです。

2004年に行われた調査によると、全サークル参

加者のうち、約7割が女性であることがわかっ

ています(杉山あかし、コミック文化研究会「コ

ミックマーケット30周年記念調査報告Jコミッ

クマーケット準備会編『コミックマーケット74

カタログj(有)コミケット、 2008)。また、女

性向け二次創作全体の中で、やおいサーク Jレ数

が非常に多いことからも、やおい同人誌が大き

な規模で展開されていると推測できます。

次に、 BLについて確認しておきたいと思い

ます。このシンポジウムでは、やおいのように

下敷きとなる原作を持たない、所謂「オリジナ

Jレ」の(主に商業的な)作品群を rBLJと呼ん

でいます。ボーイズラプという呼び方は90年代

初頭に登場して、徐々に定着したと考えられて

います。 BLはマンガと小説を中心に、ゲームや

ドラマCDなど、さまざまな媒体で商業展開さ

れています。 BLという呼称から、青少年の恋愛

物語が中心と思われるかもしれませんが、現在

では成人男性が主人公のものもあり、男性向土

の多様な関係性が描かれています。次に、 BLの

商業出版規模について概観しておきます。 BLの

商業出版全体は、定期刊行される雑誌、特定の

テーマに沿った読切を掲載するアンソロジー、

単行本や文庫本などで構成されています。本日

の登壇者である掘あきこさんの調査によります

と、 2009年時点ではBLマンガ雑誌は約12-13 

誌、アンソロジー誌は約5-6誌、発行されて

いるそうです(堀あきこ『欲望のコード マン

ガにみるセクシュアリティの男女差j臨川書底、

2009)。公称部数は10-15万部のものが多く、

平均価格帯は650円程度であるとのことです。で

は、それを読むBLの愛好者の人口はどの程度な

のかといいますと、 2003年の時点、で、溝口彰子

さんは約100万人ではないかと推測されています

(溝口彰子「それは、誰の、どんな、「リアルJ?: 

ヤオイの言説空間を整理するこころみJイメー

ジ&ジェンダー研究会編『イメージ&ジェンダー』

Vo1.4、彩樹社、 2003)。一方、堀さんは、やおい

愛好者層との重複やインターネットだけで楽し

む読者などを視野に入れると、やおい/BLとい
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うジャンJレ全体の愛好者はその数倍ではないか

と推測されています。

以上、駆け足ではありますが、やおいとBLに

ついて概観しました。やおい/BLは現在極めて

大きな規模で展開されており、それを支える愛

好者の層はとても厚い、ということが言えると

思います。やおい/BLは日本で生まれた女性向

けの創作ジャンルではありますが、男性の愛好

者もいますし、現在では海外でも高い人気を集

めています。女性を主な担い手とした男同士の

愛の物語が多様な形で受容されている、と言う

ことができるでしょう。ご清聴ありがとうござ

いました。

{古久保}

石川さん、ありがとうございました。

それでは、シンポジストに登場いただきます。

ここで皆様にご理解いただきたいのですが、シ

ンポジウムの内容上、性的な表現を伴う画像が

出てきます。例えば、いわゆる18禁の雑誌の一

部をスライドとして映しながらご説明するとい

うことがありますが、ご理解いただきたいと思

います。なお、表示する際には必ず、「これから

性的な描写を表示する」とシンポジストもご指

摘くださると思いますので、お嫌な方は、目を

伏せるであるとか自己防衛をしていただけたら

と思います。それではまず堀あきこさん、よろ

しくお願いします。

{堀〉

こんにちは、堀あきこです。よろしくお願い

します。今日は、やおい/BLの魅力ということ

で、私はBLについてお話したいと思います。最

初にお断りしておきたいのですが、私はBLの魅

力について考えるにあたって、他のジャンJレ、

いわゆるエロマンガ・男性向けマンガとの比較

という方法をとっています。なぜそういうこと

をするのかという理由について少し触れたいの

ですが、今、 BLが有害図書規制にあったり、堺

市の図書館の件もありますように、性的なもの

として社会的に見られているという事実があり

ます。もちろん、 BLの中にはエッチシーンがな

いものもありますし、愛好家の方の中には、性

的なものとして見られること自体に嫌悪感をも

っ方もいらっしゃると思います。ただ、私の考

え方としては、すでにやおい/BLが性的なも

のとして見られている現実があるわけですから、

いったんそれを引き受けたうえで、いわゆるポ

ルノ、男性向け性表現とは異なる仕組みゃ魅力

がBLにあるということを考えたいと思っていま

す。

今日の構成ですが、1.BLのお約束、典型的

パターンから見る欲望、ということで、 BLの何

を考えるのかということをお話します。次に、 2

視線ということで、読者は作品をどう見ている

のかということを考えたいと思います。そこか

ら、 3 対の関係・攻め受け・類型ということで、

BLの基本的構造について考え、最後にBLの最大

ポイントであり魅力ではないかと思っている“関

係性"についてお話したいと思います。

BLと言っても、今日取り上げるのはマンガだ

けで、アニメキ小説などには触れません。扱う

BLも極々一部です。 BLとはこういうものだとい

うことを示すのではなくて、こんなことが考え

られるのではないかという、可能性だと付け加

えさせていただきます。

さて、 BLのお約束、典型的パターンから見る

欲望ということですが、マンガというのは書く

人はもちろん、読む人にもリテラシーが必要で

す。例えば、アメコミ、アメリカンコミックスは、
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左開きで左ページから右ベージにめくっていき

ます。これは、 [GIRL]という日系カナダ人女

性が書いたアメコミの日本語版なのですが、コ

マが左から右に進んでいます。日本のマンガと

逆です。こうしたマンガを読むための基礎知識

は、普段意識せずにいますが、それを知らないと、

この場合時系列がおかしくなってしまう。

やおい/BLを描き・読むときにも、このよう

なリテラシーが必要とされます。それは、さっ

き石川さんから説明があった、攻め・受けとい

う概念や、 BLは恋愛物が中心だというような、

やおい/BL愛好家には共有されていて、特に気

にすることなく当然のことと恩われているもの

です。そのほか、お約束や典型的パターン……

王道とかテンプレとも言いますが、私はそうい

うものがやおいの魅力を考える上で重要なので

はないかと思っています。

では、いろいろな雑誌の表紙を取り上げてみ

たいと思います。表紙は、雑誌の顔に当たる部

分で、表紙を見てその雑誌を手に取ったり、逆

に手に取らなかったりということが起こる重要

なものです。表紙にはその雑誌の特徴やアピー

ルしたいことが表現されていると言えるでしょ

う。 18禁の雑誌の表紙をあげます。こちらは、

rCOMIC MEGA STORE]という雑誌で、これが、

男性向けエロマンガ表紙の典型的パターンと言

えると思います。まず、モデルは女性一人です。

かなり露出度の高い服装で、この場合はお尻が

すごく強調されている。また、モテつレの女性が

読者の方を見つめる、いわば読者とモデルが見

つめあう構造になっています。そのほか、同じ

時期に発売された2010年9月号をざっと羅列し

てみましたが、他の雑誌を見てもほとんどこの

典型的パターンです。以前、 2007年7月号の男

性向け雑誌44誌を調べたことがあるのですが、

おおむね、同じような構図でした。あと、成年

向けの場合、表紙に男性がまったく長場しない

ということが言えます。

BLは、これは『ピアス』ですが、こちらが典

型的パターンだと思います。特徴としては、モ

デJレは男性が二人、肌の露出度は低め、特にお

尻を大きく描くというような身体パーツの強調

はないです。さっき男性向けではモデルが読者

を見つめるカメラ回線が共通していると言った

のですが、 BLの場合、受けが読者の方を見て、

攻めは受けを見ているという視線がプラスされ

ています。同じ時期の雑誌をあげてみたのです

が、ほとんど同じパターンです。それから、男

性向けのエロマンガの表紙に男性モデルは登場

しないと言いました。 BLにもご覧のとおり女性

は登場しません。 BLは男性同士の恋愛物語なの

で、女性が表紙に筆場しないのも当たり前かな

と思うのですが、エロマンガは考えてみたら男

女の物語なんですね。男女の物語であるのに、

表紙には女性しか描かれていないことが特徴的

だと言えます。

男性向けエロマンガと同じく男女の物語であ

り、なおかつ性的であるとみなされているもの

に、 TL、ティーンズラブというジャンJレがあり

ます。 TLというのは、少女マンガの恋愛にキス

以上のシーンが入った作品といえます。 TL雑誌

の表紙はほとんど男女の組み合わせ、モデルが

二人になっています。 BLとTLで共通しているの

は男性同士、あるいは男女のカップルがモデル

であるということ。性的とされているジャンル

ではあるけれども、男性向けのように露出度が

高くなく、身1*パーツの強調もないということ。
カメラ目線のほかに、カップルの一人がもう一

人を見つめるような視線があって、読者の視線

とずれているということが言えます。
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これらをまとめますと、男性向けでは、モデ

ル身体の強調が行われ、胸とか足とかお尻とか、

そういう身体パーツに読者の視線が向かう構造

になっていて、それは視覚的なジェンダー表象

に向かうフェティッシュな欲望と呼べるかと息

います。一方BLの場合は、そういう 7ェティッ

シュな欲望は少なくとも雑誌表紙からは見られ

ません。 BLと同じく、恋愛と性を地続きのもの

として描くTLの場合も同じでした。ここから、

BLやTLは男性向けの性的な雑誌とはウリが違う

と考えられます。この違いは、セックスシーン

でさらにはっきりします。

次に18禁をお見せします。男性向けのセック

スシーンで頻繁に用いられるマンガのテクニツ

クとして、男性キャラの透明化、後景化という

ものがあります。この場合、コマの中心に女性

を大きく描いて、胸より下しか男性は描かれて

いません。女性キャラを大きく描いて男性キャ

ラを目立たなくさせる。あまり画面に男性を登

場させません。なぜこういった手法が用いられ

るかというと、女性キャラの身体や快感、女性

の性的快楽の様子を表現の中心にして、男性キャ

ラを不可視にすることで、読者が作品の男性キヤ

ラと同一化しやすくなるためだと言われていま

す。このコマは、腫にペニスが挿入されている

ことを示す、断面図と呼ばれるテクニックです

が、読者に性行為をよりリアルな感覚として届

けようとする意図だと言われています。こちら

は男性を透明に描く手法です。読者には本当は

男性キャラの体で女性キャラが見えないはずで

すが、透明化された男性キャラを通して女性キャ

ラを見ることができる、という仕組みになって

います。また、男性キャラそのものは重視されず、

性器の方がクローズアップされているという感

じがあると思います。男性キャラの描写に比べ、

女性キャラの表情や身体は、かなり細かく描か

れています。こうした技法が女性キャラの性的

身体、快楽を表現すると共に、男性読者がまる

で女性キャラと性行為を行っているかのような、

そういう演出するものだとも考えられるのでは

ないでしょうか。

BLのセックスシーンはどうかというと、受け

だけでなく攻めもしっかり描かれているという

ことが言えます。守如子さんも論じておられま

すが、 BLは特に攻めの顔や表情がしっかり描か

れている点で男性向けと大きく違っています。

セックスシーンに内面のモノローグ一一ー台詞に

なっていない心情の描写一一主人公の心理描写

がかなり用いられるということも特徴的です。

この作品の場合は、内面のモノローグに、受け

の心情が切々と書かれています。 BLでは、読者

は受けと攻めの両方の身体を見て、また、台詞

になっていない心情を通して物語を深く知る仕

組みがセックスシーンに持ち込まれているので

す。この作品では、受けと攻めがーコマずつ交

互に描かれ、まったく台詞がなく、攻めの内面

のモノローグだけでセックスシーンが進んでい

きます。これらから言えるのは、男性向けと比

べて、 BLのセックスシーンでは攻め、受けどち

らかの性的身体を強調するのではなく、二人の

行為を第三者的な視点で見るような構造がある

ということです。強調しておきたいのは、男性

向けで見たような、受けの性的快楽を強調する

タイプのBLも存在しますし、そうした手法が用

いられないわけではないということです。ただ、

BLのセックスシーンは男性向けと比較すると、

攻め、受けの描写が同じような割合であったり、

内面のモノローグが用いられるのが特徴的だと

いうことです。

これまでお話してきたことを図式化してみま
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した。まず、男性向けで行われていた男性キャ

ラの透明化や断面図テクニックというのは、読

者が男性キャラに同一化して女性キャラと一対

ーになるという構造ではないかと考えられます。

これは最初に見てもらった雑誌の表紙も同じで、

女性モデルが男性読者を見つめるという一対ー

の構造になっていたことを思い出していただけ

ればいいかと思います。次にBLの読者の視線

はどうなっているのかと言いますと、これまで

の研究で中島梓さんなどがおっしゃっていたの

は、読者が受けに同一化していて、なおかつ視

線が受けに向かうのだ、受けとなって攻めに愛

される物語がBL/やおいなのだというお話でし

た。次に、中野冬美さんや野火ノピタさんがおっ

しゃっていたのが、いや、攻めになって受けを

かわいがりたいのだ、と、だから、攻めキャラ

に同一化して受けを見つめるのだ、と。これは

男性向けとよく似た構造になると思います。も

う一つ、足したいのが、攻めと受けが同じよう

な割合で描かれていること、内面のモノローグ

でセックスシーンと物語が共にあるということ

から、二人を僻服する視線で見るというもので

す。受けか攻め、どちらかに同}化するという

よりも、二人ともを、どちらも見るということ

です。まとめますと、男性向けでは読者の視線

が女性キャラへ誘導されることが多く、それと

比較するとBLは受けにも攻めにも同一化できる

とともに、どちらも見つめることができる。また、

単体でなく二人を見つめることも可能で、男性

向けに比べ対象が固定していない、マルチな視

線であると言えると思います。

BLは攻め受けどちらも見る、二人ともを見つ

めるという仕組みになっていることをお話して

きました。二人、カップルという対の関係はBL

の基本的構造だと言えます。このことから、 BL

は男性キャラ個人の存在や魅力だけでなく“対

の関係"という、男性集団としてキャラクター

を見ているといえると思います。男性向けは、

単体の女性キャラだけを見る仕組みがあったん

ですが、 BLは集団の状態を欲望しているのでは

ないかということです。

対の関係と同じく重要概念として、攻め、受

けという役割があります。このトピックは、二

次のやおいの方がわかりやすいので、少しBLか

ら離れて例に挙げたいと思います。二次のやお

いは、オリジナル作品から攻めと受けを選んで

カップリングし、対の関係にします。ここで注

目したいのが逆カップリングです。 AXBという

カップリングが好きな人にとって、 BXAは受け

入れられないということです。 AとB、同じキャ

ラクターの組み合わせなのに、攻め、受けの役

割が入れ替わると受け入れられない。この理由

は、やおいが恋愛という人間同士の親密な関係

をテーマにしているために、攻めAと受けBで作

られる物語と、攻めB、受けAで作られる物語が

別の物語になるからだと考えられます。野火ノ

ピタさんは、「女性はかたくなで限定的なのだ。

たとえ同じ原作が好きであっても、好みの「カッ

プリング』が違えば全く住む世界が違ってしま

う」と論じています。カップリングは、ただ単

に男性二人を対にすることではなく、三人に、

攻め、受けを割り当て、その関係性、物語を作

ることだからこそ、逆カプは不可ということに

なるのではないかと思います。

関係性と関連してもう一点、重要な概念とし

て、「ヘタレ攻め」とか「俺様受け」とか「鬼畜

攻め」と呼ばれるような類型をあげたいと思い

ます。この類型はすべて攻め受けの“対の関係"

の中で、相対的なものとして存在しています。

例えばキャラー人が鬼畜な性格であっても、「鬼
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畜攻め」というポジションにつくためには、「鬼

畜攻め」を許容する受けがいないと「鬼畜攻め」

にはなれないわけですね。相対的というのはそ

ういう意味です。男性向けですと、読者の好み

のパターンや作品傾向は、人妻とか猫耳とか巨

乳とか、そうした女性キャラの属性が大きく影

響するのですが、 BLの場合は関係性そのものが

好みのパターンになると考えられます。「下克上」

や「年下攻め」というのもあって、これは一見

年下なのに攻めるなんてとか、弱いものが攻め

とは、という、そういう因習的な規範をBL愛好

家が内面化しているあらわれとも見えるのです

けど、男性同士という対等な関係があるからこ

そ、男女物では描くことが難しい、固定的な権

力構造のずらしが可能になっているのではない

か。因習的な規範そのものはとりあえず不問に

し、逆照射することで権力構造をパロデイ化し

ているといえるんじゃないかなと思っています。

さて、なぜ、やおい/BLは恋愛をテーマに

選んだのか。これまで多く論じられてきたのは、

やおい/BL愛好家がロマンティックラブイデオ

ロギーを内面化しているからだ、というもので

した。私はそういうイデオロギーではなく、親

密な関係を最もわかりやすいもの、最も濃い濃

厚なものとして描くために恋愛が選ばれたとも

考えられるのではないか、とJ思っています。濃

密なニ者関係を描くために、やおい/BLは恋愛

を利用しているのではないか、と。関係性を重

視し、性的とされる表現においても、人と人と

のつながりを描こうとするやおい/BLは、フェ

ティッシュな欲望がベースになっている男性向

けと大きな違いがあると考えます。それは、良

い・悪いという価値の話ではなしただ違う価

値観に拠っているということです。斎藤環さん

は、このジェンダーによる差異を、所有と関係

の違いとして、『関係する女、所有する男Jとい

う本で論じられています。男性にとって関係性

の重要性が低いことを、斎藤さんは男性向けの 1

ジャンルとも言える「触手もの」を例にあげて、

触手と女性キャラの間にはいかなる関係もない、

とおっしゃっています。ただ、やおいでは、関

係性があれば無機物同士でもカップリングでき

るわけで、それを考えると、男性向けのコード

とは大きな遠いがあるのではないかと思います。

ここまで、男性向けとBLを比較すると、男性

向けの文法では解釈し得ない部分がBLにある、

ということをお話してきました。ただ、注意し

ていただきたいのは、女性が本質的に関係性を

欲望し、男性が本質的にフェティッシュな欲望

を持つということではないという点です。この

男女の差異は、社会的規範とかしつけとか、女

はこうあるべきといった性規範から私たちが影

響を受けるために、女性的な欲望・男性的な欲

望といったジェンダーによる違いが出てくる、

ということです。現在、性的なものとして、あ

る種のマンガがさまざまな批判を受けています。

その批判の軸として、男性的な欲望、フェティッ

シュな欲望が想定されていると言えると思いま

す。しかし、女性的な関係性への欲望というも

のは、男性向けを基準に判断できないのではな

いか?BLは恋愛という濃密な関係性を描き、恋

愛と性が地続きにあるというものだからこそ、

性表現を描いているんじゃないかと私は思いま

す。そのこと自体が有害だというふうにはとう

てい言えない。 BLは今、性的な部分ばかりが取

り上げられる傾向にありますが、その作品が何

を描いているのかという視点が必要なのではな

いかと私は考えています。そして、それは男性

向け作品を考えるうえでも必要な視点だと思っ

ています。ありがとうございました。
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{古久保〉

ありがとうございました。男性の読むエロマ

ンガとの比較の中で、 BLが何を欲望し、描こう

とするのかが非常にクリアにわかるご発表でし

た。続きまして、「やおいはなぜ恋愛を描くのか」

というタイトルで、東園子さんの方からお話し

いただきたいと思います。よろしくお願いしま

す。

{東}

ただいまご紹介いただきました大阪大学の束

因子です。専門は社会学になります。私のやお

いとの出会いは小学校6年生ぐらいの時でした。

やおいにはまった友達から見せてもらったのが

最初です。その後もずっと周囲にやおい・ BL好

きの友達がいたんですが、私自身はその魅力が

よくわかりませんでした。「何がおもしろいのか

な」という疑問が高じて大学の卒業論文のテー

マにまでしたんですけど、研究しているうちに

自分でも楽しみ方がわかってきて、ミイラ取り

がミイラになった状態です。

この報告は、やおい・ BLの中でも既存のアニ

メやマンガなどを素材にして作られた二次創作

のやおいについてお話しさせていただきます。

そのため、今からお話しする内容がオリジナル

のBLにも当てはまるかどうかは、私自身がぜひ

皆さんのご意見を聞かせていただきたいところ

です。また、この報告はやおいのすべての側面

を説明するものでも、あらゆる腐女子にあては

まるものでもないことはご承知おきください。

「やおいはなぜ恋愛を描くのか」という報告タ

イトルをご覧になって、「そもそもやおいは恋愛

を描くためのものなのだから、そんなの当たり

前じゃないか」と思われた方もいるのではない

でしょうか。ですが、この報告ではその前提を

問い直し、やおいで恋愛が描かれる理由につい

て改めて考えてみたいと思います。そのために、

やおいにおいて恋愛という要素がどういう機能

を持っているのかを分析します。その際、やお

いを好きな女性たち一一ここでは「やおい系腐

女子Jと呼びますーーがやおいを楽しむ際の文

脈を考慮しながら考察していきます。

このやおい系腐女子たちは、二次創作がオタ

ク文化のーっということもあって、自らのこと

をオタクと思っている人が多いです。女性のオ

タクの中にはやおいが嫌いという人もいますが、

石川さんの最初の説明でもあったように、女性

のオタクの多くを占めるのはやおい系の腐女子

だと考えられます。オタクというと一般的には

どうしても男性の印象が強いですし、男性のオ

タクの世界については、例えば映画やドラマに

なった『電車男』などでそれなりにイメージが

ある人も多いと思います。それに対して、女性

のオタクの世界はどんな感じなのか想像がつか

ない人もいらっしゃるでしょう。そのイメージ

をつかんでもらうきっかけになるかもしれない

と思って、今日は私がこの夏に某同人誌即売会

に行ったときに着たワンピースを着てきました。
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この服は私のお気に入りのものなんですが、な

ぜこれを着て同人誌即売会一一女性のオタクの

間では単に「イベント」と言われますーーに行っ

たかというと、私が初めて同人誌即売会に行く

時に、つれていってくれたオタクの友達から「オ

タクにとってイベントはパーティーみたいなも

んだから、ちゃんとおしゃれして来い」と言わ

れて、その言いつけを今でも守っているからで

す。すべての人がそうだというわけではありま

せんが、女性のオタクの中には、同人誌即売会

にあわせて美容院に行ったり新しい服を買った

りと、おしゃれをしてイベントに行く人がそれ

なりにいます。なぜかと言うと、同人誌即売会

はオタクにとってのお祭りなのでハレの日にあ

わせて一張羅を着ていこうという気分になりま

すし、普段はなかなか会えないオタク仲間に会

うことも多いので同窓会におしゃれをしていく

のと似た心境にもなります。まさに同人誌即売

会はパーティー、つまり社交の場になっている

んですね。同人誌即売会は同人誌を売ったり買っ

たりするための場所ですが、そこにおしゃれを

していこうというのは社交という側面を意識し

た行動ではないかと考えられます。今ではイン

ターネットの普及などによって同人誌即売会に

行かずにやおいを楽しむ腐女子もたくさんいま

すが、社交という側面はやおいについて考える

際に重要な点だと私は考えています。

では、ここから具体的にやおいの話に入りま

す。やおい系腐女子たちは、アニメ、マンガ、

小説、テレピドラマ、映画、あるいは男性アイ

ドルなどの対象からどのようにやおいという物

語を作っていくのかを見ていきたいと思います。

二次創作のやおいは、元になる原作で描かれる

男性キャラクターの間にある関係性を見極めて、

その男同士の人間関係を恋愛的なものに読み替

えて作られます。例えば、あるアニメの中で男

性AとB治宝仲間同士で、 CはBをライパJレ視してい

て、 CとAはすごく仲が悪いという関係が描かれ

ていたとします。やおい系腐女子たちはこれを、

AとBはプライベートでも恋人としてっきあって

いて、 CがBに何かと絡んでくるのは本当はBの

ことが好きだからで、 cとAの仲が悪いのはお互
いにBを巡って嫉妬しあヮているからだ、などと

想像して、それをマンガや小説に仕立て上げま

す。このように、やおい系腐女子たちは、ある

作品の中からそこで描かれる男同士の人間関係

に関心の焦点を当てています。物語のキャラク

ター同士の人間関係を図にしたものを人物相関

図と言いますが、それを中心に作品を楽しんで

いるんですね。私はこのような作品消費の仕方

を、人物相関図から「相関図消費jと呼んでい

ます。

この関係性の読み替えが具体的にどのように

行われるのかの例として、近年やおい化の対象

として人気がある作品の一つである『家庭教師

ヒットマンREBORNI jという少年マンガを取

り上げます。この作品には雲雀恭弥というキャ

ラクターが登場するんですが、彼のことをディー

ノというキャラクターだけが「恭弥」と下の名

前で呼んでいます。やおい系の腐女子たちは、

ここからディーノと雲雀はっきあっているん

じゃないかと考えるわけです。彼女たちが行っ

ているのは、物語の中から名前の呼び方などキャ

ラクタ一同士の間柄を示すような手がかりを探

して、それを基に二人の関係性を解釈していく

遊ぴ、解釈のゲームを行っていると言うことが

できます。そして、こういった作品に対する解

釈をマンガや小説に表したのがやおいです。つ

まり、やおいを読むことは、そのマンガや小説

を作った人が原作に対して行った解釈を聞くこ
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とでもあります。その解釈の中には自分と同じ

ようなものもあれば、自分では思いもしなかっ

たような斬新なものもあるでしょう。やおいの

楽しみの一つは、自分の好きなキャラクタ一同

士の関係性をあれこれ解釈してみたり、他の人

の解釈を見比べたりすることにあります。

このように、やおい系腐女子たちは物語で描

かれる男同士の関係の解釈性をお互いに披露し

あって楽しんでいるのですが、その解釈は全く

自由になされているのではなく、男同士の紳を

恋愛的なものとみなすという一定の型に沿って

行われています。つまり、やおいの恋愛という

要素は、解釈ゲームにおける解釈の仕方を定め

たJレールとして存在しています。この解釈ゲー

ムで自分の解釈の妥当性を示す根拠となるのが、

世の中で共有されている恋愛に対する観念です。

たとえば、先ほどあげた fREBORN! Jの例だ

と、普通恋人のことは名字ではなく下の名前の

方で呼ぶものだという考え方が}般的にあるか

らこそ、ディーノが雲雀を「恭弥Jと呼ぶこと

が二人が恋人同士であることを示す証拠として

適用します。これに限らず、世の中には「恋愛

感情ってこういうものJ[相手のことが好きだっ

たらこうするはず」といった恋愛に対する観念

が多数存在します。ニクラス・ 1レーマンという

社会学者は、このような社会で共有されている

恋愛に対する観念を「愛のコード」と呼んでい

ます。そう言うと難しく聞こえるかもしれませ

んが、この報告では、皆が知っているような恋

愛に関する“お約束"のパターンと思っていた

だいたら結構です。やおいはこの愛のコードに

基づいて男同士の関係を解釈します。

ここまでお話ししてきたことをまとめてみま

すと、「やおい=愛のコード×人物相関図」とい

う式で表すことができます。私としてはこの順

香にこだわりがあって、というのも、やおいの

世界では [xJはカップリングを表す記号で、

その左側に名前が書かれている方が攻めなんで

すね。つまり、私は「愛のコード=攻め/人物

相関図=受け」と解釈しているわけです。やお

いとはある物語から登場人物二人を選び出して、

二人の関係を「攻め×受け」という形で解釈す

るものだと言えますが、この式はやおいという

現象の中から愛のコードと人物相関図という要

素を二つ取りだして、「攻め×受け」という形で

私の解釈を表しているので、ある意味、やおい

についてのやおい、メタやおいと言えなくもな

いかなと思います。

次に、なぜやおいでは男同士の関係性を恋愛

的に解釈するのか、男同士の緋の解釈に愛のコー

ドを使うとどのような利点があるのかについて

考えてみたいと思います。そのために、まず、

私がインタビューをさせてもらった腐女子のAさ

んの発言を取り上げます。私がAさんに「やおい

とかBLでなくて、単なる男同士の友情物語では

だめなんですか?Jと聞いたとき、 Aさんは「あ

かんっていうか、自然と湧き出てしまう、みた

いな。ほら、仲いい男女がどんだけ『ちゃうねん、

うちら親友やねん』って言っても、みんな疑う

やん? そんなノリで」と答えてくれました。 A

さんが言っているように、とても仲がいい男性

と女性に対して、周囲の人が「あのこ人、本当

はっきあってるんじゃないのつ」と疑いを持つ

のはよくあることだと思います。そのように見

なすのは、「非常に仲のいい男女だったらお互い

に恋愛感情を抱いてっきあっているはずだJと

いう考えがあるからです。つまり、世の中には「非

常に親密な間柄=恋愛関係Jという愛のコード

が存在しており、それに則って仲のいい男女の

間柄が解釈されます。Aさんはそれと同じように、
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仲のいい男性キャラクター二人を見たら、その

こ人を恋人同士として解釈するわけです。この

ように、「親密な間柄=恋愛関係」という愛のコー

ドの影響下では、仲の良い二人は恋人間土にし

た方がむしろ自然に見えることになります。

愛のコードは人間関係の解釈に用いられるば

かりでなく、人間関係を表現するときにも使わ

れます。例えば、スポーツ新聞では、ある野球

の投手とパッテリーを組んでいる相性のいい

キャッチャーのことを「誰々の恋女房」と書い

たり、プロ野球チームがある選手の獲得を希望

していると「タイガース、意中の恋人は00選

手、連日熱烈ラプコール」といった感じで恋愛

的な表現をすることがあります。これは記者の

人が本当に投手とキャッチャーの聞に恋愛関係

があるなどと思っているわけではなくて、パー

トナーシップや他者への強い関心等を表す記号、

メタファーとして恋愛を利用しているわけです。

それと同じように、堀さんもお話されていまし

たが、やおいにおいても二人の男性キャラクター

の関係がとりわけ深いものであることを示す手

段として恋愛を用いている面があるのではない

でしょうか。

やおいにおける性行為も、一面ではこれと同

じ意味を持っていると考えられます。私がイン

タピューしたある腐女子の人に「やおい・ BLに

セックスシーンは必要ですか?Jと尋ねたとこ

ろ、「別になくてもいいけど、あったら、『ああ、

やっと結ぼれたのね、おめでとうJみたいな感

じがするかな」と答えてくれました。彼女の中

では、セックスシーンは男性二人の想いが通じ

合って結ぼれたことを表す記号になっているこ

とがうかがえます。このようにやおいにおける

性行為には、「二人はセックスするぐらいに深く

愛し合っているんですよ、それぐらいの関係な

んですよ」と示す機能もあります。

また、やおいで恋愛が男同士の紳の解釈に用

いられる理由は他にも考えられます。再び前に

言ったfREBORN! jの例を取り上げます。デイー

ノだけが雲雀を下の名前で呼ぶ理由としては、

二人がつきあっているからという解釈の他にも

色々な解釈が成り立ちます。例えば、変な例で

すが、仮に着物が似合いそうな人を見ると、な

ぜかその人のことを下の名前で呼びたくなって

しまう人がいたとします。その人が友達から「な

んでデイーノだけが雲雀を『恭弥1って呼んで

るんだと思う ?Jと聞かれて、「デイーノはきっ

と、雲雀のことを着物が似合うと思ってるんだ

よ」と言ったら絶対理解されないでしょう。な

ぜなら、「相手を名前で呼ぶ=着物が似合いそ

うと思っている」という考え方は一般的ではな

いからです。でも、「相手を名前で呼ぶ=恋人同

士」という考え方は広く共有されているために、

「デイーノが雲雀を名前で呼ぶのは、二人がつき

あってるからじゃないかな」と言うと、「ああ、

そうかも」と相手に納得してもらいやすくなり

ます。つまり、お互いが愛のコードを知ってい

る状況では、物語の解釈に愛のコードを使うと、

自分の解釈を相手にも共有してもらいやすくな

ります。

Jレーマンによると、人は恋愛物語を読むこと

で、「あ、恋愛ってこういうものなんだ」と愛の

コードを学んでいきます。そのために、恋愛物

語に接することが多ければ多いほど愛のコード

に精通するようになると考えられます。そして、

現代社会では恋愛物語に触れる機会が男性より

も女性の方がはるかに多いのではないでしょう

か。たとえば、少女マンガや『セーラームーンJ

のような女の子向けのアニメなど、女性向けと

される物語には必ずと言っていいほど恋愛が描
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かれています。現在のメディア状況では、女性

であれば多かれ少なかれ恋愛物語に慣れ親し

み、愛のコードに通じていると想定することが

できます。そのため、女性の聞で男同士の関係

を解釈するときに、愛のコ}ドを使って「ほら、

このこ人って少女マンガによく出てくるあのパ

ターンじゃない?Jと言うと、「わかるわかる、

私もそう思う」と共感してもらえる可能性が高

まります。

しかも、少年マンヵーなどで描かれる男同士の

絡を愛のコードを使って恋愛的に解釈すること

は、男性から嫌がられることが多いんですね。

やおいを好む男性も存在しますが、同人誌即売

会を観察する限りでは少数派です。 Lたがって、

ある作品の中の男同士の幹を恋愛的に解釈する

と、結果的にその作品の話をするコミュニケー

ションの相手が女性中心になる。愛のコードは

コミュニケーションの輪から男性を排除する働

きを持っているのではないかと考えられます。

このように、やおいにおける恋愛という要素

は、愛のコードを共有している女性の閑でお互

いの解釈を理解したり共有したりしやすくして、

コミュニケーションを効率化するツールとして

機能していると考えられます。ここでのコミュ

ニケーションには双方向のやりとりだけでなく

て、マンガを読むといった一方的な情報伝達も

含みます。今、私と皆さんが日本語という言語

を共有することで、コミュニケーション、すな

わち情報伝達が可能になっているように、やお

い系の腐女子たちは、ある作品から取り出した

人物相関図と愛のコードという共通言語を使っ

てコミュニケーションを楽しんでいると見るこ

とができます。

それでは、これまでの話をジェンダー論の観

点から簡単にまとめてみたいと思います。先ほ

ど、少女マンガなどの女性向けのメディアには

恋愛という要素があふれでいるという話をしま

した。これはつまり、社会的に愛のコードは特

に女性に教え込もうとされていることを示して

います。それは女性に対して男性と異性愛関係

を持つよう促すためでしょう。ジェンダー論の

領域では、異性愛が男女の非対称的なあり方に

大きく関わっていることが明らかにされてきま

したが、愛のコードはそのような状況を生み出

すものとして社会的に機能していると考えられ

ます。

ですが、やおいではこれまでお話ししてきた

ように、愛のコードを男同士の鮮を表現するた

めに利用し、また、それによって女同士のコミュ

ニケーションを効率化しています。その一方で、

やおいの作品上でもやおい好きの人が集まるコ

ミュニティでも、男女聞の関係は決して中心的

にならず、あまり存在感がありません。私が思

うやおいという現象のおもしろさは、女性たち

が自分たちに与えられた愛のコードを異性との

関係を作るのとは違う形で利用して、女同士の

コミュニケーションを楽しみ、緋を育んでいる

ところにあります。

以上で、私の報告を終わらせていただきます。

あり治まとうごさいました。
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(古久保〉

ありがとうございました。東さんからは、や

おいという二次創作をなぜ女の人たちが楽しむ

のかについてご説明いただきました。それでは

続きまして、関西大学の守如子さんから、「やお

い/BLはいかに語られてきたのか」というお話

をいただきたいと思います。よろしくお願いし

ます。

{守〉

守です。今日はどうぞよろしくお願いいたし

ます。

最初に自分とやおい/BLとの関係なのです

が、私はお二人とは違って地方の出身者なんで

すね。時代にもよりますが、関東や関西という

大都会でないと、なかなか同人誌に行き当た

るのが難しいという状態があったのではないで

しょうか。大学まで全部地方で育ってしまった

ということもあってか、私自身は同人誌に行き

当たらないままでした。同人誌体験といえば、

友達が通販で手に入れたものを読ませてもらっ

ていたぐらいです。ですから、やおい/BL作品

を読むことができたのはほぼ商業誌だけなんで

すね。やおい/BLテイストのある作品との最初

の出会いは、先ほどシンポジウムが始まる前に

堀さんに笑われていたのですが、たぶん『パタ

リロ』じゃないかなと思います。『パタリロ』を

読みながら、“ここには何かある"と思っていた

のですが、それが始まりといったところでしょ

うか。同人誌にどっぷりひたることができなかっ

たのが残念な青春だったなと考えています。

本日は、「やおい/BLはいかに語られてきた

のか」について話させていただきますが、網羅

的に議論をフォローすることが主題ではありませ

ん。石田仁さんがrrほっといてください」とい

う表明をめぐって」という論文 (rユリイカ 総
特集BLスタディーズ』青土社)で、最近盛んに

なっている「腐女子論」であるとか「やおい/

BL論」に対して、やおい/BLを楽しんでいる

当事者がそれらの批評を拒絶するような身振り

を見せていると指摘しています。私は、なんで

「ほっといてください」という身振りがあるかと

いうと、やおい/BLに対するまなざしが、批判

的であるとか否定的であるものが少なくないか

らではないかと考えています。確かに好きなも

のの話をされるのはこっぱずかしいといいます

か、やおい/BLに限らず自分の欲望がストレー

トに反映されたものは、楽しんでいる本人とっ

て恥ずかしいものでもあります。ですが、やお

い/BL論に対する思いは、単に“私の恥ずかし

いことを語らないで"ということではなく、そ

れ以上の何かがあるのではないでしょうか。こ

のシンポジウムを企画された腐女子研究会のみ

なさんと打ち合わせをしている時にも、“なん

で私たちはこんなふうにばっかり言われるの引"

という話になりました。そこで、本日は「やお

い/BLがいかに語られてきたのか」について、

論争点をみなさんと共有するとともに、私なり

の見方を提示させていただくことで、本日の議

論のきっかけづくりができればと考えています。

具体的には、東さんや堀さんが述べられたこと

と重なる部分も多いですが、第ーに、やおい/

BLを過剰に性的な表現としてとらえて批判する

視線について、第二に、同性愛差別であるとい

う批判について、第三に、やおい/BLを論じよ

うとする議論 (iやおい/BL論J)もやおい/

BLを楽しむ女性を否定的にとらえてきた側面が

あったのではないかという点についてお話して

いきたいと思っています。

第一点目は、やおい/BLと性との関わりにつ
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いてです。「やおい/BLは性表現か」というこ

とに関連して、最初に、やおい/BLの定義につ

いて考えてみたいと思います。いろいろな方の

「やおい/BL論」を探ってみると、人によって

定義が違うんですね。「男性同士の恋愛を描くマ

ンガ・小説」と書く方も、「性愛を描く-Jと書

く方も、「性を描く-Jと書く方もいました。「性」

が入っている・入っていない、「愛」が入ってい

る・入っていないということが、おそらく論者

の議論のあり方を決定づけているのかなと想像

しています。では、実態としてのやおい/BLは

どのようなものなのでしょうか。これを調べる

ために、私は2008年8月号(隔月の場合は7月

号)のBLコミック誌を全部買い集めまして、す

べての作品を開きまして、作品中にセックスシー

ンーーまあセックスをどう定義するかというの

もこれまた難しい問題でして、一応キスシーン

以降のものが書かれているものをセックスシー

ンとして考えました 、セックスシーンがあ

る作品とない作品をチェックしたんですね。雑

誌毎にセックスシーンがある作品が多いか少な

いかの順で、並べてみたのがこの表です。上の

方にあがっている雑誌はほとんどセックスシー

ンがないものです。それに対して下の方にある

雑誌は、ノルマシーンなのだろうと。要するに、

全く性を描かない雑誌から、必ずセックスシ}

ンを盛り込んで!という、性がメインであろう

と思われる雑誌まで、本当に雑誌によって様々

なテイストなのです。セックスシーンの厚みも

作品によって全然違います。表の上の方にあげ

ている雑誌では、セックスシーンがあっても、

ーコマごコマで、セックスは暗示されるだけで

終わってしまう作品ばかりなんですね。逆に、

下の方にある雑誌では、セックスシ]ンが何ペー

ジも続きます。このようにジャンル内部に大き

な違いがあるわけですから、どのあたりを主眼

にすえて議論をしているかによってものすごく

話が変わってくるでしょう。やおい/BLという

ジャンJレ全体を性的描写に重きをおいたもので

あるかのように扱うような議論があるとしたら、

間違っているわけです。

また、読者の側にとってみますと、自分のテ

イストにあった作品を選べる状態になっている

といえます。女性にとって「性」との関係は微

妙なものになりがちです。性表現が苦手な人か

ら得意(? )な人までいろいろな人がいます。

性表現がない作品が好ましいと思っているのか、

そうではなくてむしろセックスシーンを見たい

と思って買っているのか、読者それぞれの「性」

との関係のあり方によって選択できるのがいい

ところなのではないでしょうか。

セックスシーンが濃厚な雑誌に関しても、付

け加えておきたいことがあります。先ほどの表

の一番下に書きました雑誌は IコミックJund

といいます。この雑誌に寄せられた読者の投稿

の文章を紹介したいと思います。:1コミックジユ

ネって、Hがとってもハードですごいけど、ストー

リーはけっこう純愛なのよねえ。すごく一途だっ

たり、愛情表現が不器用だったりと、愛のため

tこ一生懸命な姿って、なんか、とってもかわい

くさえ思えてくるのです。どんなにHがハードで

も、愛にあふれでるからコミックジュネはいく

ら読んでも飽きることなしむしろどんどんの

めりこんでいっちゃうのよねんもう一つ紹介し

たいのが、読者から寄せられた、ある作品に対

する批判です。 1今の時代何でも有りといって

もボーイズコミックでこれはないでしょう・・・。

読む気が無くなりました。ボーイズコミックは

PURE印 VE重視でお願いします」。これらの読

者投稿にあるように、セックスシーンが濃厚な
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雑誌に対しでも、読者の中には「純愛Jを求め

ている人たちもいるわけなんですね。小谷真理

さんが、『女性状無意識(テクノガイネーシス)J

(勤草書房)に書かれていたように、やおいの特

徴は、「性描写を克明に描いているにもかかわら

ず、基本的にキャラクター双方の愛の緋(すな

わち純愛)を追求することが主眼となっているJ

ということが、はずせないところなのかなと思

います。

ただ、それではなぜやおい/BLに性表現が

含まれているのか、性表現の比重が高い雑誌ま

であるのはなぜなのでしょうか。これは若者の

性愛のあり方が変化したことと関係しています。

たとえば1970年代の若者と現在の若者とを比較

すると、性愛に関する考え方は、言うまでもな

いことかもしれませんが、かなり違ってきてい

ます。「性=愛=結婚」のロマンティック・ラプ・

イデオロギーが主流だった時代には、セックス

は結婚して初めてのものであるべきでした。現

在は、恋愛と結婚が切り離されつつありますが、

それは恋愛が重視されるようになった結果なの

です。現代の若者は、この恋愛が結婚につなが

ればよいのだけれど・ー、でもこの恋愛で本当に

いいのだろうか…、次来るカードを待とう弛い

といった状態になりがちです。もしかしたらもっ

と素晴らしい恋人と出会えるかもという気持ち

から、なかなか結婚に踏み切れない人が増えて

いるわけです。「性=愛=結婚」の聞の、「愛」

と「結婚Jの聞に亀裂が入ってしまったために、

「性と愛」が結びついたまま、「結婚」の前に登

場するのが近年の主流の若者の傾向ではないで

しょうか。若者の性について不安を感じていらっ

しゃる方々も少なくないと思いますが、全般的

にいうならば、若者が真面目に「恋愛」に向き合っ

ているがゆえの性行為の低年齢化であって、不

真面白になったからでは決してないことを付け

加えておきたいと思います。もちろん、性愛に

関する状況は一人一人多様です。多様化が進ん

だというのが現在をもっともよく表した言い方

になるのかもしれませんが・ー。このような、性

に関する実態の変化に伴って、マンガももちろ

ん変化してきているわけです。恋愛を描く作品

ならば、どのジャンルであっても性が関係する

ようになってきています。一般的な少女マンガ

であれ、少年マンガであれ、別な世代向けのマ

ンガであれ同じことがいえます。性が描かれる

ことがあるのは、やおい/BLに特殊なことでは

ありません。しかし、現在の社会の中には、性

のダブルスタンダードというのがありまして、

男性は性的な表現を楽しんでもいいとされてい

るのに、女の人には厳しい目が向けられること

は少なくありません。男性向けのエロマンガも、

ボーイズラブ (BL)・ティーンズラプ(1L)も

手がけてらっしゃる編集者の方にお話を伺った

ことがあるのですが、女の子の親御さんから電

話が来ることがあるとおっしゃるんですね。う

ちの娘がこんなのを読んでいた、編集者は何を

考えているんだ、というような電話らしいです。

男の子の親御さんからはそんな電話は来ない。

多分男の子の親御さんたちは、想定していたと

思うんですよ、そういうことがあるかもと。そ

してそういうことがあったときに、どう対応し

ょうかと考えてらしたと思います。でも、女の

子の場合だと、もう想像もしていなかったから

びっくりしちゃって、編集部に電話までかけて

しまったのではないかと思います。先ほど司会

の方から堺市図書館におけるBL騒動のご紹介が

ありましたように、私たちの社会は、女性が性

を含んだ表現を楽しんでいることを過剰に批判

的にとらえる傾向があります。そして女性が男
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女間ではなく、男性同士の性や愛を含んだ表現

を楽しんでいることを、過剰な形で批判してい

るというような状況がないか、私たちは常に見

守っていく必要があるだろうと考えています。

次に、第二点目、やおい/BLが同性愛差別

であるとする議論についてです。この論点に関

してはざっくりニつに分けることができると恩

います。一つは、特にこれはゲイ男性からの批

判なのですが、ゲイアイデンティティを持たな

い「女性」が、男性同士という性愛を描いてい

る、そのことそのものに対する批判ですね。そ

れからもう一つは、作品中に同性愛を否定す

るような表現が含まれていることがあるという

批判です。典型的な議論を紹介しますと、前者

に関しては、有名な「やおい論争」がミニコミ

誌 WCHOISIR.I誌上で展開されたことがありま

す。佐藤雅樹さんというかたが「ヤオイがゲイ

をよく知らないままに、美化したままでいるこ

とこそが差別なのではないか?Jとおっしゃっ

ています。当事者の状況を知りもしないで、と

いう批判です。後者については、溝口彰子さん

が、やおい/BL作品の中に「俺はゲイじゃない。

君だけが好きなんだ」というような決め台詞が

よく出てくることを指摘しています (iホモフォ

ピックなホモ、愛ゆえのレイプ、そしてクイア

なレズピアンJrクイア・ジャパンjVol. 2、勤
草書房)。“性別さえも乗り越えてお前が好きな

んだ"という「究極の愛」を表現するためにこ

の台詞は使われているものの、逆にいうと、男

性同士では愛し合ってはいけないとする「同性

愛嫌悪=ホモフォピア」を受け入れた上で成り

立っているのではないかと溝口さんは論じてい

ます。

私自身の考えを述べる前に、一つ確認してお

きたいのが、やおい/BLの読者は誰なのかとい

うことですね。よくやおい/BLは無前提に異性

愛女性の楽しみとして論じられることが多いで

すが、腐女子だけでなく腐男子もいるよと。そ

して、異性愛者だけでなく、様々なセクシャリ

ティの人たちがこの作品を読んでいるというこ

とです。たとえば、『コミックJUNE]の読者投

稿に、次のようなものがありました。:ゲイであ

ると名乗る男性からは「地方在住のため、気軽

に貰えるゲイ雑誌が身近にないので、 BLはあり

がたい存在」ですという投稿や、女性読者から

の「私は同性同士で付き合ってます! Juneは

身近でとても好きです¥)(・・つでも性別は逆で

すが一 )Jという投稿です。ですから、様々なア

イデンティティをもっ読者にとって不快でない、

よりよい表現を考えていくことは、もちろんす

ごく大事なことです。

佐藤さんの議論に対しては、多様な読者が読

んでいるのだということを互いに理解していく

こと、そして多様な作者が新たなやおい/BL作

品を書いていくことしか結論はないだろうと私

は考えています。ただし、佐藤さんのようなこ

とを言っていたら、論文を書くこと自体ができ

なくなっちゃうなあとも思います。私は社会学

を専攻していますが、学問って自分が直接体験

していないことを論じたり書いたりすることも

たくさんありますので…。

溝口さんの「ゲイじゃないんだJという議論

に関してはどうなのかという話ですが、一つは、

「究極の愛」を表現するためだけなら、あえて「ゲ

イじゃないんだ」と言わなくてもいいのかもし

れない。「究極の愛」を表現するための他の表現

を模索していくことも一つの手なのかもしれな

いとも思います。ただし、今現状の作品を見る

と、お互いがお互いを好きになっても葛藤を抱

かないラブラブハッピーな作品といったらいい
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でしょうか、男性同士が愛し合うことが当然で

あるような作品も増えてきているので、あまり

この「ゲイじゃないんだ」という決め台詞は減っ

てきているんじゃないかなという気もしていま

すが。

溝口さんの議論に対するもう一つの別な方向

性ということで、竹内佐千子さんのエッセイマ

ンガ『くされ女子 IIn DeepJ (ブックマン社)

を紹介したいです。この本にはサブタイトルと

して、「百合で腐女子のサチコとゆかいな腐友た

ち」と書かれています。竹内さんは、レズピア

ンとしての日常を描くエッセイマンガをこれま

でたくさん書かれてきたのですが、この本では

「実は腐女子な私でもありました」という内容を

書かれています。この本の表紙の帯には、「だっ

てだってBLはゲイじゃないもん!!i男なのに好

きになっちゃった」から始まるストーリー!!J

とあります。彼女は「ゲイじゃないんだ」とい

う表現が好きだと言っているわけです。一方、

この本の中で書かれている別なシーンでは、作

者の竹内さんと、ゲイの大学生の男の子たちと

が仲良くしゃべっている次のような会話の場面

がみられます。腐女子の友達が欲しいと言う男

の子たちが、「あ、でも俺、腐女子でBL好きだけ

どリアルはダメって言われるのはへコむ」と言

うと、竹内さんは「確かに百合好き女子にリア

ルレズきもいって言われたらムカつく」と答え

ています。このやりとりを考えてみたいと思う

んですけれども、相手に対して「リアルレズき

もい」というのは完全に差別の表現です。です

が、「リアルはだめ」というのは違う内容を含ん

でいる可能性があるんですね。何を言いたいか

と言うと、先ほど堀さんが紹介してくれました

が、女性向けの性の表現というのはTLであると

か、レディコミであるとか、 BLであるとか、ど

れも全てマンガなんです。要するに、女の人た

ちが好む性的なフィクションは、写真や映像で

表現されるような“リ 7Jレ"じゃだめなんですよ。

もしかしたら、自分がフィクションとして楽し

めるものは何なのかということを表現しようと

思って、例えば、自分は「ゲイAVJは好きでは

なくて iBLJというマンガじゃなければだめな

んだということを表そうと思って、「リアルはだ

め」と言っているだけかもしれないわけですね。

世間には多様なセクシュアリティがあって、そ

のセクシュアリテイがすべて認められるべきで

あるということを言いつつ、私は「リアルはだめ」

です、ということはあり得る。ただし、自分の

ファンタジーの好みを述べただけのつもりの「リ

アルはだめ」という言葉が、相手に「リアJレゲ

イきもい」という意味に受け取られてしまった

ら大きな問題です。現実の関係性と、フィクショ

ンというのをきちんと分けて理解することはと

ても大事なことだと思います。作者の竹内さん

は、レズピアンである自己を肯定していて、ゲ

イの男の子の友達とも楽しく交流しつつ、フィ

クションとして「ゲイじゃないんだ」から始ま

るストーリーを楽しんでいるわけです。この姿

勢に学ぶところは大きいのではないでしょうか。

この点に関連して、掘さんは、「ヤオイはゲイ

差別か?Jという論文で、この「ゲイじゃない

んだ」という発言に対する新たな見方を提起し

ています(好井裕明編『セクシュアリティの多

様性と排除』、明石書庖)。やおい/BLとは、ゲ

イの恋愛を描いた作品ではなくて、セクシュア

リティの揺らぎを表現するジャン1レだと解釈す

ることができるのではないかというこ令指摘です。

私はとてもなるほど!と思いましたので、付け

加えておきます。

最後、第三点目が、「やおい/BL論」のあり
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方の変化についてです。金田淳子さんが、やお

い論を概観して、次のように言っています (iマ

ンガ同人誌J吉見俊哉編『文化の社会学』有斐閣)。

やおい論は、以前はやおいを楽しむ当事者を異

常であるとか逸脱であるとかみなすような議論

がすごく多かった。それが近年変化し、やおい

の魅力とは何かを問うものに、やおい論の視点

自体が変わってきた、と。今回のシンポジウム

でも、堀さん、東さんのお二方からやおいの魅

力というのはいったい何なのかというお話があ

りましたが、今大事なのは、やおいの魅力は何

かをもっときちんと論じていくことではないか

と思います。

たとえば、いち早く Iやおい小説論j(専修大

学出版局)を書かれた永久保さんは、なぜやお

い/BLはそもそも男同士なのかについて論じ

られています。永久保さんは、一つには対等な

恋愛を描くためであると指摘しています。男性

同士という関係性を使うことで、友情と恋愛を

両立させる関係を描き、ジェンダー的対等性へ

の志向がうまく実現できる。それともう一つは、

男同士であることによって、ジェンダーの娯楽

化がなしえていることを指摘されています。性

別が同じであることによって、二人の差異は性

差に帰されることがなく、純粋なる個性とする

ことが可能になっている。読者は、男性同士で

あることによって初めて、男らしさと女らしさ

をロールとして、抑圧を排除して楽しむことが

可能になったと論じられています。なぜ男同士

なのかを否定的批判的なスタンスではなく、魅

力の内実を語るという切り口によって語ってい

くこと、このような議論のたでかたが重要なの

ではないでしょうか。

最後に、私自身が男同士であることの楽しみ

をどのように捉えているのかということを一つ

付け加えて私の話を終わりにしたいと思います。

最近、私は「ポルノグラフイ(マスターベーショ

ンに使われる性表現)Jに関する研究をようやく

本にまとめ終えたところなのですけれど、レディ

コミ、ティーンズラブ (TL)、ボーイズラブ (BL)

の、それぞれ一部が、女性向けの性表現になっ

ています。先ほどボーイズラプについて、性表

現の濃度が雑誌によって異なっていることを紹

介しましたが、 TLやレディコミの一部にも性表

現がメインになっているジャンルがあるわけで

す。これらの性表現がメインになっているジャ

ンルに関して、調べをすすめていきましたとこ

ろ、男女の性行為を描くレディコミ・ TLもやお

い/BL出身の作家が少なくないことがわかり

ました。女性の表現者にとって、性を描く際に、

男女ではなくて男性同士が選ばれるのだという

ことがとても興味深かったんですね。なぜ男性

同士が選ばれるのでしょうか? 堀さんの話に

もありましたが、やおい/BLは性表現を見る際

の様々な視点のとりかたのうち、第三者的な視

点を強化する部分があると思うんですね。攻め

と受けの両者の快楽が描かれるやおい/BLは、

読者を性表現に感情移入させるというよりは第

三者的な視点に立たせます。あるいは、読者を

作者や神のポジションに立たせるといったらわ

かりやすいでしょうか。第三者的というのは僻

撤的な視点という意味ですから、性表現から読

者は引き離れ、安全なポジションに立つことが

できるわけです。そういった意味で、性を表現

するとき、やおい/BLは表現しやすいのではな

いかと考えました。

自分自身の研究は一言になってしまいました

が、まだまだ議論されていないテーマがあると

思いますので、これからも皆さんとやおい/BL

の様々な魅力について語れたらなと思っていま
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す。どうもありがとうございました。

{古久保〉

ありがとうございました。たいへん刺激的な

ご発表で、性表現をみる視点におけるジェンダー

の存在を考えさせられました。

さて、ここからはコメンテーターの秦さんと

増田さんにもご参加いただければと思っていま

す。掘さん、東さん、守さんのお三方のプレゼ

ンテーションが非常に中身の濃いいろんな問題

を提起していただきましたので、つづいて、まず、

秦美香子さんの方からコメントをお願いしたい

と思います。

〈秦〉

よろしくお願いします。秦です。まず最初に、

お三人の方と同じように私とやおいの出会いと

いうことを自己紹介に代えて申し上げておきた

いと思います。直接やおいと呼ばれる作品を初

めて読んだのは、今市子さんの作品です。もっ

と精神的な面でのやおいとの出会いはシャー

ロック・ホームズのシリーズです。子どもの頃

よく読んでたんですけど、一番好きなところが、

ホームズが死んだと思っているワトソンが落ち

込んでいるところなんです。それがきっと私と

やおい世界を繋ぐポイントではないかと今日気

づきました。

私はまず、どの報告も、第三者的な視点から

読めることをやおい/BLの消費の特徴として

あげられているところが共通していると思いま

した。東さんは直接はそうおっしゃってないで

すけど、堀さんと守さんが言われた、読者が第

三者的な視点から三人の登場人物を眺めること

ができるというのは、東さんが言われている原

作の中に出てくる相関図を消費するという図式

とかなり重なると思いました。これはひとつに

はやおいの特徴だということには私はすごく納

得しているんですけど、その反面、第三者的な

視点から複数の登場人物の関係、相関図を消費

するという事自体は、少なくともごく最近の話

では、だんだん女性限定という消費の方式では

なくなってきているんではないかなと思いまし

た。たとえば、ネットに「スパイシー」という

サイトがありますよね。人と人とのつながりを

勝手に見つけて、この人はこの人とつながりが

あるとかをどんどん画面上に表示していくタイ

プのもので、あり得ない関係とかが勝手に作ら

れていたりとかする場合も多いのですが、あれ

が何がおもしろいのか、私は全然わからないん

ですね。今もちょっとわからないんですけど、

あれを思い出してみれば、あれを見て楽しめる

というのは、やっぱり相関図自体がおもしろい、

この人が意外とこの人とつながっていたんだな

とか、この人とこの人は近いんだな、この人と

この人は遠いんだなとかそんなのがおもしろい

のかなと最近思うんです。それも広い意味では

相関図消費というところに関わってきているん

じゃないかなと思いました。三人の方に聞きた

いのは、そういうものの消費のあり方と、やお

いでいうところのカップリングを見て楽しいと

いう相関図消費と、違うとすれば何が違うのか

教えていただけたらと思います。多分全然同じ

ものではないと思うんですが。

それからもう一つの質問は、特に束さんに聞

きたいことなんですけど、東さんは報告の中で、

やおいは「愛のコード攻め」の「人物相関図受け」

と出されていましたけれど、私はこれを聞いた

ときに、「人物相関図攻め」の「愛のコード受け」

なんじゃないかなと思ったんです。私がなぜ「人

物相関図攻めJI愛のコード受け」と思ったかと
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いうことを言っておくと、ちょっと東さんのレ

ジュメの1ページの5番目の相関図消費を絵で

描いてあるところを見ていただきたいんですけ

ど、これは多分東さんが架空の作られた原作の

相関図だと思うんですが、原作の相関図で、 Aさ

んとBさんが仲間で、 CさんはBさんをライバル

視していて、 AさんとCさんは反目しているとい

う関係が原作に書かれているという図が載って

います。例えば読者がこの原作を読んで、なぜ、

AさんBさんCさんはこんな関係になったんだろ

うと思ったとします。これは原作の中では十分

に説明されていないから、読者はそれを自分の

中で合理的に説明しないといけないということ

になります。そこで、 AさんとBさんは仲間とい

うことになっているけど、本当は恋人なんじゃ

ないかなとか、 AさんとCさんは反目しあってい

るけど、 cさんはなぜAさんと仲間であるBさん

のことをライパル視しなければならないのか、

それはきっと内心Aさんのことが好きだからだ、

だからAさんとcさんがきっと恋人になるんだと

かとか、いろんな仮説がまず考えられるんじゃ

ないかと思うんです。その仮説をどうやって立

てるかというところに、おそらく東さんが言ヮ

ていた愛のコードというのが出てくるのではな

いかと思いました。 AさんとBさんが恋人という

パターン、 AさんとCさんが恋人というパターン、

どっちの仮説がより確からしいかということを

考えて、選択された方の仮説を作品にするのが、

やおいのご次創作なんじゃないかなということ

を私は考えました。もしそういうふうに作品が

作られているとすれば、愛のコードを使っては

いるけれど、愛のコードから関係を読み解いて

いるとしても、この相関図に逆らって愛のコー

ドを使うことはできないんじゃないかなと思う

んです。東さんは、やおいというのは女性たち

が自分たちに与えられた愛のコードを正しくな

い形で利用しているんだ、というふうに言われ

ましたよね。ということは、相関図消費という

ものが、愛のコードを攻めているという関係が

やっぱりここにも表れているんじゃないかなと

思って。それで、愛のコードを攻めと言った東

さんの理由が聞きたいと思いました。というの

は、私はもう一つ束さんに聞きたいことがあっ

て、それと関係してくるんですけど。愛のコー

ドを攻めと考えるならば、愛のコードは、やお

いを作るに当たって相関図消費よりも優先され

るような強いものということだと思うんですね。

でも、二次創作をするときに、愛のコードとい

うものが、何でそんなに強いものでなければな

らないのかなと感じるんです。これはやおいを

そんなによく知らないからそう思ってしまうの

かもしれないんですけど、たとえば男性同士の

鮮とか鮮の深さとか親しさとかを表現するため

には、少女マンガの中では時々家族のコードを

使って、この人とこの人はほんとの家族じゃな

いけと、家族みたいだって思わせることでその関

係の深さを表現するというパターンもあると思

うんです。けど、そういうものは全然使わないで、

二次創作の中で原作をあくまでも愛のコードを

使って読み解かなければいけないというルール

が共有されているのがなぜなのかなと思って。

それはたぶん、単純に恋愛とかを書くと一番お

もしろいってみんなが感じるからってぐらいの

話なのかなという気もするんですが、何かほか

に理由があるのであれば、愛のコードというも

のがどうしても使われなければならない理由と

いうのを知りたいなと思います。

{古久保〉

女性限定の消費ではないのかというところは
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皆さん全体にかかってくるので、それは皆さん

で後でまとめて答えていただくことにして、東

さん、集中的にお尋ねがありましたので、その

部分を「愛のコードJx r人物相関図」、この攻
め受け図式でいいのかという話、そのあたりを

お願いしたいと思います。

(東〉

秦さん、ありがとうございます。今秦さんが

言ってくださったことって、まさにやおいの楽

しみの一つを表していたと思うんです。どちら

が攻めでどちらが受けだと思うかについて議論

するのはカップリング論争と呼ばれる、やおい

系の腐女子たちがよくやっていることです。で

すから、秦さんがやおいの楽しみ方をこの前で

実演してくれたなと思って、聞いていました。

原作を見てなぜこういう関係なのかと想像し

て、色々な仮説が考えられる中でこっちだと思っ

た仮説を作品にするので、人物相関図に逆らっ

て愛のコードを使うことはできないんじゃない

のか、という秦さんのまとめは、まさに私の考

えていることです。では、どこで私と秦さんの

意見が割れるのかというと、攻めと受けをどう

いう役割だと思うのかというところなんですね。

それは腐女子の間でもなんとなくイメージが共

有されていても、ずれがあったり好みの違いが

出てくるところで、だからこそ色々なやおいが

生まれて、色々なやおいを読む楽しみにもつな

がるんです。

私がなぜ愛のコードを攻めと思ったかという

と、愛のコードが人物相関図に働きかけるとい

う関係だととらえたからなんですね。つまり人

物相関図がそのままのものとしてあるところに、

愛のコ」ドが「俺色に染めてやるぜ」みたいな

感じで働きかける。私は「働きかける側に攻め」

というイメージなので、愛のコードを攻めにさ

せてもらいました。ちなみに、やおいでは実は

受けの方がカが強いというか、受けメインの世

界なんですね。攻めは受けにご奉仕するような

関係も多々ありますので、そういう意味でもやっ

ぱり人物相関図は受けかなと私は思います。

ついでに、他のコード、たとえば家族のコー

ドや兄弟のコードではだめなのかといえば、そ

うとも言えないところもあります。女性向けの

二次創作同人誌の中に、家族パラレJレ、ファミ

リーパラレルと呼ばれるものがあるんですね。

それは登場人物たちの中で、あるキャラをお父

さん、あるキャラをお母さん、あるキャラを子

ども、みたいに家族関係を設定して、それで家

族のお話を作るものです。なので、必ずしも愛

のコードを使うわけではないんですけども、愛

のコードを使ったものが多い。

その理由は、私の報告でお話ししたことに加

えて、愛のコードはすごくコードとして発達し

ていることがあると思います。恋愛は物語でさ

んざん描かれてきているので、「こういうときに

はこういうふうに思うはずだ」みたいなパター

ンが家族などよりも発達しているので、一番使

いやすいというのもあるでしょう。

また、家族のコードを使うには、仮の家族関

係をまず設定して、その上で家族のコードを使

うという二段階の作業が必要になるんですけど、

恋愛感情はどんな人間関係でも発生しうるとさ

れているので、愛のコードはいきなり当てはめ

られるという便利さもあると思います。

{古久保〉

愛のコードが使いやすい、という面もあるわ

けですね。

それでは次に増田さんの方からコメントをお
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願いしたいと思います。

(増田〉

初めまして。増田と申します。大阪市立大学

の文学研究科に属しております。

今、腐女子的な世界が壇上で展開されている

わけでして、そこに絡めて「私とやおい」を語

れということですが、明らかに私、場違いでご

ざいまして、腐女子はおろか腐男子でもござい

ませんで、そもそもやおいとのなれそめも何も

ないわけですね。

私の専門はポピュラー音楽研究です。ポピュ

ラー文化として音楽を扱うことを専門としてお

りまして、やおいに関してはほとんど知識がな

く、全く無知といってよい。ただ、むりやりに

なれそめを考えてみますと、私、高校卒業まで

北九州市で育ったのですが、最初に「やおい」

という言葉を聞いたのは、確か高校生の頃だっ

たように思います。 87年か88年、その頃ではな

かったか。守さんはさっき田舎ではやおいに

出会わなかったとおっしゃったんですけど、私

の場合、北九州市の中心街に一つだけ、アニメ

ショップがありまして、そこのコピー機のコピー

代が安かったんですね。バンドスコアなどをコ

ピーしに(ああ、それはまずいのか)行ったり

していたんですけど、その庖でコピーしながら

並んでいる同人誌の表紙を眺めていると、どう

もきれいな男二人のイラストが目立つよね、み

たいな感じで、マンガ描く女子の間でこういう

のカ刊まやっているの由、な、などと 4思ったりしま

して、そんなかたちでやおい的な世界と最初の

接触を果たした記憶があります。

コミケらしきこと、同人誌即売会らしきイベ

ントも居の張り紙を見ると北九州市でもぼちぼ

ち行われていたようで、それらにコミットして

いるのはどうも同年代の女子で、男性同士のカッ

プリングを描くのが流行っているのだな、とい

うことを80年代後半に知り、そのころ「やおいJ

という言葉も知った、というのがなれそめです。

そのときに最初に知ったやおい作家の固有名詞

というのが、えみくりという名の、かなり普か

ら活動している大阪の方ですよね。私は作品読

んだことないんですけど、大阪のえみくりとい

うグループがすごいらしい、といったその当時

の評価を聞きまして、思ったことがあります。

音楽をやっていると、基本的に田舎では十分

に全うできないものになってくるわけですね。

シーンの中で自分の音楽が高い評価を得ていく

ためには、大都市、端的に東京で活動していか

なければいけない。日本のサブカルチャーには

上京主義とでもいった意識が根付いているもの

が多く、とにかく東京に行かないとものになら

ないという感覚が私なと守非常に強かったわけで

すけど、なんだかやおいというのは北九州のよ

うな地方都市でも同人誌とか売っているし、み

んなまったりして楽しそうだな、といった感じ

で、自分はあまり興味ないながら認知したのが

最初です。それからもう20年ぐらいたちまして、

日本のポピュラー文化のーっとして、研究関心

を集めていることは横から見知っておりました

が、やおいの作品について愛着を抱くことはまっ

たくありませんでした。

今回のシンポジウムには、後で壇上に上って

いただく石川優さんから無理やり引っ張り出さ

れたんですが、先ほどここに来場されたオーデイ

エンスの方々のリストを見ますと、私などより

ずっとここに座るのがふさわしい、男性であっ

たとしてもふさわしい方が軽く 10人はおりまし

て、何かの罰ゲ}ムではないかといったような

感慨を抱きつつここでしゃべっているわけです
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けれど、まあとりあえず、今回のシンポジウム

の準備のため、守さんや堀さんの著書、東さん

の論文などを読ませていただいてやおい研究に

ついて付け焼き刃で勉強してきました。やおい

作品にはまったく愛着を持たない、逆に特段の

嫌悪も抱かない私ですけれど、付け焼き刃で諸々

の研究を読んでいくうち、大衆文化論の観点か

らはなかなか面白いジャンルだなと知的関心を

触発されるところがありました。『ユリイカ』誌

で2007年にやおい特集が2回組まれています。

それ以降、外野から見ると非常に研究活動が活

性化している印象がありまして、一つの大衆文

化としてのやおい/BLカルチャーが、外から見

たとき、すなわちその対象への愛着に巻き込ま

れてない立場から見て、どのように映るかとい

うことについて簡単にお話したいと思います。

IユリイカJの諸論文であるとか、皆さんのや

おい研究を読んでいて、まず最初に私が抱く印

象は、とにかくみんな論じているその対象が大

好きなんですね。やおい大好き。ょうするに研

究家の立場と愛好家の立場とがほぼイコールに

なっている。好きだからこそ語る。かつて宮台

真司はサブカルチャー研究におけるこのような

あり方を、ややネガテイヴなニュアンスを込め

つつ「好きなもの研究」と呼びました。サブカ

ルチャーの研究は好きなもの研究になりやすい

構造があって、それではよくない、といったこ

とを言っているわけなんですね。私自身も音楽

を研究対象として扱うときに、好きなもの研究

にならないようにしなければ、という方向性、

自分の愛着と理論的な研究関心をできるだけ切

り離す、あるいは愛着と研究関心の関係を明ら

かにする、そういうスタンスでなければサプカ

ルチャー研究は成り立たないと思ってやってき

たつもりなんですけど、やおい研究、非常にう

らやましいんですね。好きであることから始ま

る、ということが自明である。好きだからこそ

掘り下げて研究する。愛着と研究とが一体化し

て結びついている。

もちろん、そのようなスタンスがやおい研究

においては必要とされてきた研究史的文脈が当

然存在しているわけです。やおいは女性のサブ

カルチヤ}であって、男性的な文化観から見逃

されてしまいがちなところがある。さらに、女

性の中でも公言がはばかられるマイノリティの

サブカルチャーであるという立場があり、腐女

子であるということは女性の中でも公言しがた

い状況がある。そういう三重の、抑圧といって

いいのかどうかわかりませんが、少なくとも

学術的、理論的な関心からも取り上げられにく

い社会的ポジションに位置するサブカルチャー

がやおいです。そのため、愛好家自身が立ち上

がらざるを得なかった歴史的必然性があったん

じゃないか、そんな気がするわけです。

ただ、好きなもの研究というのは、やおい研

究のように必然性が存する場合もあるわけでそ

れ自体がまったくダメだ、というわけじゃない

ですけど、愛着に基づく知的関心は、その裏返し、

嫌悪を伴う無関心と表裏一体のところがある。

そのために研究上の争点になるポイントが、愛

着あるいは憎悪、嫌悪といった感情的フックを

生み出しやすいファクターに集中する傾向があ

るような気がしています。具体的に言いますと、

性的な7アクターというものが、やおい/BL文

化の中心的な核であるといった認識が、やおい

/BL文化を論じたり、あるいは嫌悪したりする

人々の聞で共有されている。やおい/BL文化は

本質的に性的なものであるという認識は、奇妙

に愛着側と嫌悪側で共有されているような気が

するわけです。
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その性的なものの表れ方についての評価に関

してはいろんな立場があるのでしょうが、やお

い作品において性的なものがどのように表象さ

れているかというメカニズムに関してはお三方

の発表で門外漢でもよくわかるんですけれども、

性的な7アクターを除外した場合のやおい、そ

れはやおいじゃないかもしれないんですがあえ

て除外して考えるとしたら、現在のやおい/BL

文化というものには、他のポピュラー文化と比

べてどのような特性があるのだろうということ

に、私は関心を抱くところがあります。

ポピュラー文化としてやおい/BL文化を見た

ときに、私にとってもっとも印象深いというか

ポジテイブに評価する側面として、パナキュラ

リティといいますか、私は「根ざし感」と言っ

たりしますけど、やおいという作品文化、ある

いはそれを創作している人々、それからそれを

取り巻くファンや消費者の行動の構造、といっ

たものが、身近な生活感覚に深く根ざしている

ところに発しているように思えます。外部の評

価、何か外在的なところからのオーセンティシ

ティを必要としない、その文化に真正性をもた

らすファクターが外部に依存していない印象を

持つわけです。このことはポピュラ一文化とし

ての音楽と比べてみると明確なんですけど、た

とえば、ジャズというサブカルチャー音楽があ

ります。これは、アメリカの黒人文化の中から

発生し、日本にも大正から昭和にかけて輸入さ

れ一世紀近く経つわけですが、いまだにその文

化の真正性を測るものとしてアメリカ黒人の文

化が規範的に参照される。つまり日本人がジャ

ズをやっていてもそれは借り物である、とか言

われ、実践への評価は外在的なところからやっ

てくるという構造から完全に自由ではない。そ

れに対して、やおい/BL文化というのは、そう

いった外在的な真正性に依拠せず、その文化が

良いか悪いかといった価値評価については、実

践者たちが属している社会空間の中での自前の

価値基準をもちいて文化を生産し、消費し、流

通させている。そのような根ざし感、パナキュ

ラリティの高さ、文化の自生性とでもいうべき

ものが、やおい/BL文化の、他のサプカルチャー

と比べて私がもっとも特徴的と感じる点です。

やおいにとっての外在的な真正性といいます

のは、例えばスラッシュフィクションというも

のがありまして、アメリカで、 (1スタートレック」

の登場人物の)カールとスポックはどっちが受

けなのか攻めなのか、といったような同性愛的

フィクションをつむぐカルチャーがあるわけで

すけど、さきほど秦さんに伺ったところでは、

どうも日本のやおいの人で、そのようなスラッ

シュフィクションを好むどころか存在を知って

いる人すらかなり少数派だろうということでし

た。おそらく同類の文化なんでしょうけれども、

やおいにおいてはそのような海外の類似ジャン

ルに由来する真正性規範が、日本の文化実践に

影響を及ぼすことがない。海外の同類の文化、

たとえばロックのような音楽であれば「やっぱ

り本場はUKだぜ」といったような話になると思

うんですけど、やおいの場合そうならないんで

すよね。それはマンガという文化ジャンル自体

が日本性といいますか、日本社会と強〈結び付

けられて観念されていることにもかかわるとは

思うのですが、現代の日本の漫画文化も、そも

そも手塚治虫がディズニーのアニメーション技

法を導入して、といったところから発したもの

であって、完全に日本国内で自生的に生じたも

のではない。

東浩組さんは『動物化するポストモダンJ(講

談社現代新書)の中で、オタク文化が近代以前
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の江戸文化から連続しているという俗説を否定

し、マンガやアニメを(江藤淳や岸田秀が指摘

するような)アメリカ文化の圧倒的な影響の元

におかれた日本の文化空間の中で発生した、ア

メリカニズムに対する屈折した形の反抗の表現

である、といった指摘をしていますが、やおい

については、そのようなアメリカニズムへの屈

折した関係が少なくとも私には感じられないん

ですね。そのことはひょっとしたら、男性マン

ガのサブカルチャーと言っていいのかどうかわ

からないんですけども、アメリカの影響のなか

で形成されてきた日本のサプカルチヤ}空間が、

アメリカに対抗する日本、という屈折した対立

関係の中で自生性、パナキュラリティを失って

しまうとするならば、やおい/BL文化の旺盛な

パナキュラリティとは、日本の男性優位的な社

会に対する女性性という対抗関係、とでもいっ

たような、男性マンガ文化とは異なる対抗性の

文脈が背景に存することから発しているのかも

しれません。このような見立てについては、僕

は門外漢なので印象論でしかありませんので、

この印象が妥当かどうか後でちょっと伺いたい

と思います。とりあえず一点、やおい/BL文

化について私が指摘しておきたいのは、性的な

7アクターを除いたときの文化的なパナキュラ

リティについて、ということです。

あともう一点、これは私の専門テーマである

ポピュラー音楽の作者性、オーサーシップの問

題系と関連する話です。多くのサプカルチャー

では、作者の崇高性が高い価値を持つ構造がし

ばしば観察されるのですが、やおい/BL文化の

オーサーシップの構造はちょっと面白い。これ

はBLというより、やおいの二次創作に顕著なん

ですが、単純に他のサブカルチャーの中でのオー

サーシップの価値を単純に適用するわけにはい

かない。先行して存在する原作において提示さ

れる誰かが作った世界設定、あるいはキャラク

ターを流用し、読者の趣味に応じた形で組み上

げる創作実践が盛んに行われているわけですよ

ね。そこでのオーサーシップはどのような構造

と価値を伴うのか。

さきほど守さんの話で、女性向けポルノには

第三者の視点というものが確保されているとい

う指摘があり、「神の視点」という言い方をされ

ていて、とても面白かった。やおいの二次創作

文化では、ある意味で、ロラン・パルトの理想

のようなものが空前の大衆的規模で実現されて

いるような印象がある。つまり、権威であると

か作品の価値の源泉であるような「作者」が、

ごく自然な形で無化されており、「作者は死んだ」

というフレーズに象徴されるような事態が当た

り前に生じているような印象を抱くわけです。

ご存知の方もおられるかもしれませんが、 2ω2

年から03年にかけて、「先発優先提言」事件と

呼ばれる騒動がありました。これは、当時イン

ターネット上で、オリジナルJUNE小説をアップ

ロードして楽しむシーンがありまして、ある人

が連載していた小説が他人の「パクリ」だ、と

批判を受けたことが発端です。その小説は歴史

物で、平安時代の宮廷内の人物聞の受け/攻め

が描かれたものでした。その設定であるとか、

キャラ設定やカップリングが、既に発表されて

いた別の小説の「パクリJである、という指摘

があり、パクられたと感じた人やその周囲の人々

が「パクった」とされた側を糾弾し始めたんで

すね。その糾弾行動は、キャラ設定などが被る

JUNE小説は、「先発J(先に発表した側)に優先

権があるから、後発の小説は自発的に取り下げ

よう、といった「提言」を呼びかける運動に発

展した。ところがこのような、キャラ設定やカッ
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プリングの優先権を主張した「提言」には、著

作権法上の根拠があるわけではもちろんなく、

逆に周りのネットワーカーからは自由な創作を

制約するものとして猛烈な批判を浴びることに

なりまして、最初に「パクリ」を糾弾し「提言」

を呼びかけた側が平謝りしたという事件があり

ました。この事件、僕はリアルタイムでは見て

なかったんですが、ネットワーカー仲間の間で

当時ちょっとした話題になっていたのを記憶し

てます。今でも11先発優先提言J集い跡地J(http:// 

www.geociti田.co.jplBookend-y，世間制16974/) とい

うウェプサイトがかろうじて残っていますので、

そちらで概要は確認できると思います。

この事件を見てまず印象に残るのは、「カップ

リングをパクった」と最初にいちゃもんをつけ、

結果的に誤りを認め謝罪した側の人々の、その

謝りかたが尋常ではないんですね。ものすごい、

もう何というかとにかく平謝り、自己批判の嵐

といった感じで、その謝罪文や経緯の説明など

を読んでいると異様な感じがするんですね。こ

こまで謝らなくてもいいだろうと思うくらい徹

底的に謝罪し自己批判してまして、小説執筆や

ネットをやめてしまった人すらいる。この異常

なまでの謝罪の姿勢、ある種のタブーに触れた

かのような振舞いをどう解釈するかということ

は、昔からずっとひっかかってまして、いまだ

に結論はでていないのですが、おおまかにはこ

のようなことはないかと考えています。つまり、

一般的に文化的な「パクリ」、他人が作り出した

何かを自分の作品の中に勝手に流用する行為は、

サブカルチャーの中でしばしば倫理的な摩擦を

引き起こすのですが、やおい的な二次創作文化

においては(この一例だけで一般化はできない

とは思うんですけれども)、一つの世界を構築、

あるいは一つのカップリングを生成させる作者

性が持つ権力、あるいは所有性が、文化の中で

占める位置がちょっと異なっているように感じ

られる。他のサブカルチャーのように、「強い作

者性」のようなものを前提とするわけにはいか

ない気がするのです。このことに関しではあま

り考えがまとまってないのでなんとも言えない

んですけど。

それに関連して、東因子さんが『思想地図J5 

号 (NI武出版)に書かれた相関図消費概念につ

いての論文がすごく面白かったのですが、その

中で東さんは、やおい文化では整合的なカップ

リングを解釈により生み出すことが重要で、二

人のキャラクターを選び、それをどのように受

け攻めに配置するかといった二次創作者のカッ

プリング解釈は、文芸批評の営為とよく似てい

る、という指摘をしています。原作中の二人の

キャラクターの関係に対して、「愛のコード」に

よる解釈でカップリングを見出し整合的に「読

み替える」営為は、現代思想用語や批評用語の

コードを使って文学作品を解釈していく文学研

究の作業とある意味で同じだ、ということです

ね。

で、そう考えていくと、文学研究では学問的

発見の先取性とオーサーシップが結びつく構造

があって、あるオーサーが最初にこの事実を指

摘した、あるいはこの解釈を最初に提示したの

は誰だ、といった研究上のオ}サーシップが、

研究コミュニテイの中で重要視される構造があ

るわけですけれども、やおい的な空間の中での

カップリング解釈のオーサ}シップはどうなっ

ているのだろうか、という興味が湧いてくる。

腐女子たちが見いだしていくキャラクター聞の

カップリング、ょうするに新しい相関図を生み

出す解釈行為について、やおい文化の中ではど

のように「作者性」が関わっているのか、ある
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相関図が所有の対称になるといったようなこと

があるのか、といった論点について、ちょっと

コメントいただけるとありがたいです。以上で

す。

{古久保〉

ありがとうございました。ポピュラーカル

チャーのーっとしてやおい文化をみたときに特

徴的に見える自生性というものをどう評価して

いくのか。あるいは、ポピュラーカルチャーの

作者性というものに重きを置かれないやおい文

化というものをどう評価していくのか、それら

の特徴はなぜゆえ生じるのか、このあたりがコ

メントの内容だったと思います。

それでは、秦さん、増田さんのコメントへの

リプライを、堀さん、東さん、守さんの順でお

願いします。

〈堀}

まず、第三者的視点が女性限定の消費の仕方

ではないのではないかということなんですが、

もちろんそうだと思います。ただ、他のジャン

ルと比べたときにその描かれ方が多いことが特

徴的だとは思います。増田さんがおっしゃって

いたように、ポピュラーカルチャーにしても、

文化を語るときに何か男性的な語り方があるん

じゃないかなという気がしていて、その見方が

あまりに偏っているんじゃないかな、と私は思

うところがあるんですね。

もちろん男性向けの作品でも第三者的視点を

大切にしている作品はたくさんあるし、女性向

けの中でも、非常に男性的な構図を用いている

作品もたくさんあるのですが、女性向けの場合、

第三者的視点が特徴的なんじゃないかと思いま

す。

増田さんのコメントについては、性的なもの

を抜いたときにやおいとかBLのおもしろさがど

う変わるのかということで単純化させてお話さ

せていただければ、あまり変わらないんじゃな

いかなというのが、私は実感としてはあります。

つまり、性的なものは大事ではあるけれど、

性的なことを描くための作品ではないというこ

とです。恋愛を描いていて、その延長線上に性

的なものがあると私はとらえているので、それ

を切り離すことはできないし、また、性的なシー

ンというのは、それぞれのジャンルの特徴が表

れているので論じるにはおもしろいのですが、

やおいというジャンルをそこに集約するのは

ちょっと難しいんじゃないかなと，思っています。

{東}

まず秦さんの方の、相関図消費的なものは別

に女性向けに限らず楽しまれているのではない

かというのは、まさにおっしゃるとおりだと思

います。相関図消費という言葉を作ったことで、

男性向け文化など色々なものの中からそういう

ものを見いだしていってもらえたらなと思って

います。ただ、女性の方が関係性に目を向けや

すいという特徴はもしかしたら言えるかもしれ

ない。そして、それにはきっと社会のジェンダー

的な構造が関わっているのではないかとは考え

ています。

あと、増田さんから、やおいの新しいカップ

リングを生み出していく行為に対して作者性が

どう関わっているのかというご質問がありまし

た。増田さんがおっしゃったように、確かに同

人誌の世界でパクリが問題になることはあるん

ですけれども、二次創作のやおいで誰がそのカッ

プリングを見つけたかということに関しては、

そんなに作者性みたいなものは主張されないと
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思います。

それは、一つにはカップリングというのは腐

女子が無から作り出すものではなくて、すでに

原作の中で描かれていることから見いだしてい

くものなので、ある意味そのカップリングを作っ

たのは原作であって、それが自分のオリジナル

のものだとは主張されないわけです。

加えて、オリジナリテイを主張する場合、そ

の解釈を思いついた人が少なければ少ないほど

その人の特権性が上がる面があると思うんです

けれど、やおいの場合は、自分と同じカップリ

ングをしている人が多ければ多いほど楽しいん

です。色々なやおいが読めるし仲間も多いわけ

ですから。なので、希少性が利点にならないこ

とになります。マイナーなカップリングは「茨道」

と呼ばれて、「茨でつらいです」みたいなことが

よく言われています。

あと、やおいのマンガや小説って腐女子同士

のおしゃべりの中から生まれてくることもある

んですね。私自身もやおい同人誌を書いている

友達とある作品の解釈を巡って議論していたら、

その子が、私が言ったことをそのままやおいに

描いたことがありました。それを読んで、「これ、

私が言ったんじゃないの」って思ったんですけ

ど、それは友達とのおしゃべりの中から生まれ

てきたものだから、やっぱり私と彼女のどちら

かに所属するとは言えない、二人の間で生み出

されてきたものだとも思うわけです。やおいで

は、他の人の同人誌を読むことで触発されて、

新たな解釈が生み出されることも多いと思いま

す。なので、作者性みたいなものがまったく感

じられていないわけではないと思いますが、ど

こが自分のオリジナリティといえるのか明確で

ない側面が、三次創作のやおいにはあるのでは

ないでしょうか。

{秦〉

割り込んですみません。

私が聞きたかったのは、別に三人が言ってい

ることは、相関図とか第三者の視点とか言っ

ちゃっているけど、こんなの女ものの特徴じゃ

ないよ、ということを言いたいわけではなくて、

こういう第三者的な視点を持っとか、相関図を

消費するというやおいのあり方が、やおいの特

徴であるということはすごく納得がいくんです

けど、それはあくまでもやおい固有のものとし

て示されるべきものなのか、それとも違うもの

をもこういう視点で見ることができると考えら

れるのかなんです。

〈守〉

そうですね。

世間に、今回東さんが指摘されていた愛のコー

ド以外にもいろいろな人物関係の読み解きとい

うのがあると思うんですよ。典型的には、陰謀

史観はどうでしょうか。たとえば、誰と誰とが

実は暗躍していて、みたいなことをインターネッ

ト上で議論しているのをみると、あれはあれで

一つの読み解きなんですよね、多分。関係性の

ありょうをいろいろ読み込んでみる、あるいは

何か特別な関係がそこにあるのではと勘ぐって

みるーといった思考は、やおい以外にも様々な

形であると思います。

増田さんからの「研究者がイコール愛好家に

なっているJとわうご指摘に関してですが、女

性のサプカルチャー研究は確かに現状としてそ

うであるとは思います。ただ、女性のサブカル

チャーはまだまだ下に見られたり、学問の議論

からきり捨てられたりする傾向がありますから、

愛好家が内在的に語る必要性は薄らいでいない

と考えています。



公開シンポジウム~やおい/BL研究の今を熱く語る

また、やおい/BLが、これが園内に閉じて

いるかどうかという話なんですけど、たとえば、

典型的な美少年ものにおける海外晴好みたいな

ことはあります。江JNEなんかはほんとに海外の

話っていうのがすごく多かったと思うんですよ

ね。ボーイ・ジョージであるとか、そういった

JUNEっぽい特定の文化があって、現在のやお

い/BLにおいても、様々な他のポピュラーカル

チャーの影響をいろいろな形で受けているだろ

うなという気がします。

それから作者の権威性の無化という点につい

てですが、私は、原作・原作者には権威性はす

ごく付与されているだろうと思います。

たとえば、この間私は中国で書かれた同人研

究を読んでたんですけど、最初に、いかに原作

に反してはいけないかということが延々と書か

れているんです。あくまでも、原作をもとに解

釈しあうのが共通理解なのです。また、原作者

のことに関しては、こんなことを，思い出します。

金田淳子さんが、ユリイカという雑誌の対談記

事で、原作者の方に自分のやおい妄想を直接語っ

たことがあったんです。それに対してネットで

ノ守ツシングが起きました。「そんな妄想を作者に

お見せするなんて」というわけです。このよう

な権威性を原作者がもっ分、二次創作を作るも

の同士は平等なポジションにいるという意識が

強いのかもしれません。

乙ののち、フロアを交えて、さまざまな論点がらの熱心な

議論は続いたが、紙面白都合上割聖した.
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